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近況報告

今年は，現役生とのコンタクトも円滑になり，様々な活動を
することができました。極寒と言われている就活では少しで
も現役生の役に立つようにと支援セミナーを開催しました。
なお，OB 間の架け橋でありたいとの願いでありますこの会報
誌は皆様の会費と寄付に頼っていますが，会員数の増加につ
れて印刷部数が増えております。今後の会費収集状況によっ
ては，会費納入者のみへの送付とせざるを得ぬ事態も心配さ
れます。何卒，よろしくご理解，ご支援のほどをお願い申し
上げます。ご意見，ご感想，投稿記事（写真）等をお待ちし
ています。（松永）
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LIVE コンサート（1975 年卒）� … 赤坂「Graffiti」
今年も頑張っています。毎年観客動員数はうなぎ登り？

2009.12.05

新旧ESS・OB役員懇親会（1964 年卒～ 2010 年）�… 渋谷

現役生の行きつけのお店で新旧役員が集まり懇親会を開きました。
皆さんかなり顔が赤い？

2010.02.18

中華街で食事
（1974 ～ 1978 年卒）	�  … 横濱媽祖廟前

横浜中華街の旧正月前に OB の友人の中華料理店　「吉兆」での食事の

あと，お土産を買いました。

2010.02.06

バンコックで活躍のOB会（1974 ～ 1975 年卒）
� … バンコック「すし幸」

同期の昼食会（1966 年卒）� … 横浜「Hotel New Grand」
仲良し仲間達が集まり，横浜中華街で上海料理を満喫し，楽しい半日を過ご
しました。

2010.06.19

ゴルフ大会（1964 ～ 1966 年卒）� … 新千葉カントリークラブ
八重桜と楓と新緑がとっても鮮やかでした。気心の知れた仲間で「ゴル
フは楽しく真剣に！」をモットーに快晴の下大いに楽しみました。
年４回開催しますので参加希望者は浅海（kj-asami@fmail.plala.or.jp）
までご連絡下さい。

2010.04.26
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　今回，第 59 回チャーチル杯争奪全日本高等学校生英語弁論大会の実行委員長を務
めさせていただくことになりました古屋達生です。日本の高校生の英語能力の向上の
ために開かれたこのチャーチル杯も今年で 59 回目となり，毎年レベルの高いスピー
チが繰り広げられています。
　そもそもこの大会は，最初は関西学院大学だけで開催されていたものでした。それ
は本当の意味での全国レベルの大会とは言えず，例えば関東などの高校は出場できま
せんでした。しかし，青山学院大学がこの大会に協力することにより本当の意味で全
国大会として開催することができました。こうした深い歴史や極めて大切な意味を持
つこのチャーチル杯という大会の実行委員長を務めさせていただくことは大変嬉しい
ものであると同時に，大きな責任を併せ持ったものだと感じています。

　またチャーチル杯はもう一つの大きな意味を持っていると思っています。それは，年代の壁，垣根を越えた大会
だということです。大学生という立場でありながら，同年代のためではなく自分たちより下の年代である高校生の
手助けをすることができる，高校生のための大会を催すことができる，このことは他の大会では見出すことのでき
ない大変素晴らしいものだと実感しています。
　また，青山学院大学 ESS・OB 会の皆様がこの大会に快くご協力してくださることで，私たち現役の大学生と青
山学院大学 ESS の先輩の方々との垣根，そして出場者のスピーチを聞きに来てくださるご両親の方々との垣根も，
この大会では存在していないと感じています。これらの垣根がない，多くの世代の方たちのご協力があるこのチャー
チル杯というものは，他の大会ではない，チャーチル杯だけに存在する素晴らしい “ 繋がり ” があると思っています。
高校生，大学生，青山学院大学 ESS の OB の方々，そしてご両親の方々，これら多くの世代の “ 繋がり ” を実感し
ながら大会を運営することができるということは大変幸福なことだと感じます。これを誇りにしながら，この大会
の実行委員長としての責務も同時にこなしていくことこそが大切だと思います。
　第 59 回チャーチル杯実行委員長として，過去の素晴らしい実行委員長の方々と名を連ねることができることに
大変な嬉しさを感じます。そして，これらの素晴らしいものを提供してくれるチャーチル杯は唯一無二なものだと
思います。

チャーチル杯開催にあたって
第 59 回チャーチル杯実行委員長

古屋　達生

心の宅急便
ヒロコ・ムトー　相沢　紘子（S43年卒）

ヒロコ・ムトーの広場　　http://www7a.biglobe.ne.jp/~hirokomuto/

　元駐仏日本大使にに推薦文をいただいている本書は，まさ
に人との出会いの産物。年老いた母親が 88歳より始めた紙
人形を知ってもらおうと，知り合いのいないパリにて展覧会
にこぎつけるまでの道のり。幸運な作者に「最後まで明るく
生きた母の人生，いじめを乗り越えた娘たちと私の経験を伝
えよう」とする伝道師を見るようです。「心の宅急便」はこ
れからも多くの人々に届けられていくことでしょう。
　「大学時代は遊んでばかりでできの悪い不良学生だった」
のに「英語が得意な連中ばかりの青山学院ESS」OB会報誌
で紹介されるのにくすぐったい思いをされることでしょう。

心の宅急便
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